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専門医ニュース（ 165 ）英文誌 B & D ニュース（ 163 ）平成 19 年度論文審査協力会員への謝辞（ 176 ）
人事往来（ 176 ）内外の学術集会（ 177 ）神経学の散歩道（ 121 ）書評（ 132 ）（ 149 ）（ 168 ）利益相
反（Conflict of Interest）に関する情報公開について（ 162 ）訂正（ 158 ）千葉県小児神経懇話会（ 164 ）
第 5回理事選挙・第 1回理事長選挙候補者について

＝ 議　　事　　録 ＝
理事会（ 179 ）脳と発達編集委員会（ 184 ）（ 185 ）
編集後記
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第 50回日本小児神経学会総会・第 50回記念国際シンポジウムのお知らせ（第 3報）
＝ 巻　　頭　　言 ＝

子供に尊敬されない日本の大人たち................................................................................三池輝久…（ 2 ）
＝ Images in Child Neurology ＝

左肩周囲に有痛性の筋腫脹をきたした 8歳男児例........................................................千代延友裕…（ 3 ）
＝ 原　著　論　文 ＝

True FISP 撮像法と呼吸同期撮像法併用による気管と腕頭動脈の位置関係の同定
―重症心身障害児（者）における気管腕頭動脈瘻の予防対策として― ...富士川善直，佐藤典子，

須貝研司，遠藤雄策，松藤博紀，大見　剛，本澤志方，佐々木征行…（ 5 ）
ジストロフィノパチーの多様な中枢神経症状について―臨床的および
遺伝子学的検討― ................................中村有里，宮闢良樹，熊谷俊幸，鈴木淑子，三浦清邦…（ 10 ）

脳性麻痺児の下肢痙縮に対するA型ボツリヌス毒素療法の試み
..........................................................................................根津敦夫，市川和志，武下草生子…（ 15 ）

Go/NoGo 課題における行動抑制に関わる事象関連電位の検討
第 1報　異なる視覚刺激によるGo/NoGo 電位マップの特徴
........................................................加賀佳美，岩垂喜貴，野口佐綾香，反頭智子，相原正男…（ 20 ）
第 2報　行動抑制の発達変化............加賀佳美，岩垂喜貴，野口佐綾香，反頭智子，相原正男…（ 26 ）

＝ 症　例　報　告 ＝
無呼吸を主症状とする乳児側頭葉てんかんの 3例 ............................................赤池洋人，中川栄二，

須貝研司，富士川善直，小牧宏文，大槻泰介，佐々木征行…（ 33 ）
グルタミン酸受容体ε2（GluR ε2）抗体陽性を示したミオクロニー
失立発作てんかんの男児例....................................................................高橋あんず，瀬島　斉，

吉岡誠一郎，岸　和子，高橋幸利，山口清次…（ 38 ）
グルタミン酸受容体（GluR）抗体が陽性であった髄膜脳炎の 16 歳男児例
..........................................冨岡志保，下野昌幸，加藤絢子，高野健一，塩田直樹，高橋幸利…（ 42 ）

周期性の失立を呈した epileptic spasms without hypsarrhythmia の女児例
.......................................日暮憲道，浜野晋一郎，吉成　聡，田中　学，南谷幹之，衞藤義勝…（ 49 ）

＝ 短　　　　　報 ＝
結節性硬化症における123I iomazenil SPECT の有用性とてんかん焦点検出に

関する検討......................九鬼一郎，川脇　壽，大場志保子，岡崎　伸，池田浩子，富和清隆…（ 54 ）
＝ 国際会議印象記 ＝

2007 Neurology Workshop for Ataxia Telangiectasia に参加して..........................................熊田聡子…（ 57 ）
＝ 地　　方　　会 ＝

第 46 回日本小児神経学会関東地方会（2007. 3. 3）........................................................................…（ 63 ）
第 27 回日本小児神経学会東海地方会（2007. 7. 28）......................................................................…（ 66 ）
第 38 ・ 39 ・ 40 回日本小児神経学会近畿地方会（2005. 11. 9，2006. 3. 18，2006. 11. 18）.............…（ 69 ）

＝ 報　　　　　告 ＝
第 4回「医療的ケア」講師研修セミナー（2007. 6. 2）.....................................................斉藤伸治…（ 72 ）

＝ ニ　ュ　ー　ス ＝
専門医ニュース（ 59 ）人事往来（ 73 ）内外の学術集会（ 73 ）神経学の散歩道（ 46 ）訃報（ 19 ）
書評（ 25 ）プライマリケア医（小児科医，総合診療医）のための子どもの心の診療セミナー（ 9 ）子ど
もの心診療医専門研修会（ 56 ）多摩小児神経懇話会（ 41 ）Images in Child Neurology への投稿のお願い
（ 58 ）有限責任中間法人日本小児神経学会定款（ 81 ）
有限責任中間法人日本小児神経学会設立のお知らせ　平成 20年度会費前納のお願いと会員名簿作成について

＝ 議　　事　　録 ＝
理事会（ 76 ）専門医委員会（ 77 ）
編集後記
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